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文学研究科 16D2002 斎藤佳子 
 
要旨 
 
遠藤周作文学におけるキリスト教描写―『沈黙』以後から『侍』の変遷に着目して― 
 
本論では、日本のカトリック作家、遠藤周作（1923～1996）が、キリスト教徒の読者と、
非キリスト教徒の読者の双方にとって、どのようにキリスト教が受け入れられるように描
くことができるよう模索したのかを、作品分析、同時代状況、そして非キリスト教徒の作
家との比較によって検討した。 
日本近代文学にはキリスト教の影響が多々見られる。キリスト教の影響を大きく受けな
がらも信徒数が少ないという日本において、戦前に留まらず、戦後も、非キリスト教徒に
よる作品にキリスト教が描かれることは多数見受けられる。よって、非キリスト教徒によ
る作品のキリスト教の描写にも目を向けることが必要だろう。 
 従来、遠藤研究では、遠藤が抱いていた、なぜ日本人でありながらキリスト教を信じる
のかという信仰上の葛藤、そして日本人としてキリスト教を信じるとはどういうことかと
いう模索が大きく取り上げられ論じられてきた。しかし、遠藤は、生前このような面での
み知られていたのではない。遠藤は、軽妙なエッセーを書く狐狸庵先生として知られ、自
身もネスカフェＣＭなどでメディアに登場し、親しみやすい滑稽味のある作家像を提示し、
多くの読者を獲得していた。 
 現在日本では、キリスト教人口は総人口の 1パーセントほどである。つまり、遠藤の読
者には、キリスト教徒が含まれると同時に、多くの非キリスト教徒も含まれていた。遠藤
は、自分の読者の多くがキリスト教徒ではないということに自覚的な作家であった。創作
する中でも、カトリック文化にふれて育ってきた遠藤にとっては馴染み深いキリスト教の
モチーフが、多くの日本の読者には通じないことから、日本の読者に通じるような比喩を
使うなどの工夫をしていた。 
 1966年に遠藤は、代表作の一つである『沈黙』を発表する。江戸時代のキリスト教禁教
下の日本を舞台とし、日本に宣教のためにやってきた司祭ロドリゴが踏絵を踏むという筋
書きは、大いに耳目を集めた。 
遠藤は『沈黙』後、日本人につかめるキリスト教を描くことを課題としたが、『死海のほ
とり』（1973）、『イエスの生涯』（1973）が日本の読者に受け入れられなかったことから、
キリスト教を日本人に伝えるという課題は達成できなかったと考えていた。 
その理由として遠藤が、様々なジャンルで作品を展開し、広範な読者を持っていたこと
が挙げられる。遠藤は、読者はそれぞれ遠藤作品に求めるものが異なり、一作品で多くの
読者の要求に応えることが困難だと考えていたのだ。そこで、遠藤は広範な読者すべてに
受け入れられるキリスト教の描きかたを、日本の歴史研究や評伝に目を向けることを通し
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て模索するようになる。その後、『侍』（1980）が発表される。『侍』は、遠藤自身が『侍』
において日本人につかめるキリスト教を描くことを達成したと述べること、そして『侍』
がベストセラーとなり、多くの読者を獲得したことから、遠藤の広範な読者にキリスト教
を伝える試みが成功した作品と位置付けることができる。 
『沈黙』以後、『侍』までの作品については、イエス像や遠藤のキリスト教信仰の変遷を
たどる研究はあるが、遠藤が作中にキリスト教を身近なものに感じさせるような試みの変
遷に着目して作品を分析するものはない。 
 そこで、本論では、遠藤が自身の広範な読者層を意識したうえで、それらすべてに受け
入れられるキリスト教を描くまでの模索の変遷、戦略がどのように作品に現れているのか
を、作品分析や同時代状況を踏まえて検討した。その上で、広範な読者層にうけいれられ
たキリスト教をどのように描いたのかを明らかにした。 
また、従来見落とされて来た、作中に現われる遠藤のキリスト教を描く上での戦略に着
目していくことで、イエス像や遠藤のキリスト教信仰の内実を探るだけでは明らかにでき
ない、キリスト教作家、遠藤の新たな側面を明らかにした。 
更に、本論では、遠藤が『侍』で描いたキリスト教の特異性を明らかにするため、非キ
リスト教徒の作家が遣欧使節を扱った作品、今東光『はぜくら』（1959）、三浦哲郎『少年
讃歌』（1975～1982）を分析し、比較した。このような試みを通し、遠藤『侍』が、非キリ
スト教徒が多い日本におけるキリスト教を描いた作品として、どのように特異であり、ま
た他作家と共通している点があるかを明らかにした。 
 本論は二部構成である。 
第一部では『沈黙』以後、『侍』までに書かれた、『死海のほとり』『イエスの生涯』『銃
と十字架』を扱い、『侍』が執筆されるまでの、広範な読者に受け入れられるような作品を
書く試みの変遷を明らかにした。 
 第一章では、『死海のほとり』を扱った。遠藤『死海のほとり』を精読し、作中の読むと
いう行為に与えられている役割を明らかにした。主人公「私」の手紙を読む行為に着目す
ることで、従来の読みとは異なる作品構造があることを指摘し、『死海のほとり』における
読むという行為の意味を明らかにし、信仰がどのように他者に受け止められていくことを
作者が想定しているかを考察した。 
 第二章では、遠藤『イエスの生涯』を扱い、語り手の用いる「私」「私たち」「我々」と
いう人称の使い分けに着目して分析した。語り手の人称に着目した分析により、本作の作
品構造が入れ子構造となっており、複数形の人称を用いることで読み手を書き手に共感さ
せようとする語りであることを明らかにした。この語りの特徴から、本作がキリスト教作
家、遠藤のキリスト教を広める上での戦略的な姿が現れている作品であることを指摘した。 
 第三章では『銃と十字架』（1979）を扱った。『銃と十字架』は、日本人で初めて司祭と
なったペドロ岐部を描いている。本作は、第二章で取り上げた『イエスの生涯』と同じよ
うに、遠藤自身を彷彿とさせる語りによって述べられるだけでなく、「国際人」「冒険」と
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いった、連載時の日本で関心を集めていた言葉を作中に用いている。「国際人」「冒険」と
いう作中の言葉を手掛かりに、作中のペドロ岐部というキリスト教徒が 1979年当時の理想
の若者像と一致するように描かれていることを明らかにした。 
 第二部では、広範な読者にキリスト教を伝えるという試みが成功した、遠藤『侍』を中
心に、なぜ『侍』が広範な読者に訴えかける作品となったのかを多角的に考察した。 
 第四章、第五章では遠藤『侍』を扱った。第四章では、遠藤の『侍』に関する言説を相
対化した上で、ベラスコの日本人の捉え方と信仰の関わりを分析し、従来の日本人にとっ
てのキリスト教を描いた作品であるという従来の評価を再考し、遠藤の日本人にとっての
キリスト教を模索するという試みの内実を明らかにした。 
第五章では、『侍』刊行時の企業小説ブームという同時代状況を踏まえ、作中の侍が与蔵
と結ぶ人間関係に着目し、本作が企業小説ブームと遠藤の提示するキリスト教信仰が交錯
する作品であることを明らかにした。 
 第六章では、慶長遣欧使節を題材とした今東光『はぜくら』扱った。本作中では、キリ
スト教は制度として描かれており、若い武士がキリスト教に象徴される「制度」から離脱
していく物語であることを明らかにした。 
第七章では、三浦哲郎『少年讃歌』を扱った。主人公ドラードに着目し、孤児であるド
ラードの自己規定の変遷を分析した。そして、『少年讃歌』では、キリスト教は社会から疎
外される者の受け皿でありながら、同時に作品の書き手にとっては、距離のあるものであ
ったことを明らかにした。 
 遠藤『侍』と今、三浦の作品を見比べることで、次のことが明らかになった。 
まず、今、三浦共に作品の結末で、キリスト教に関わった主要な人物を、主に日本に戻
らない、日本にいられない存在へと変容させていくように描いたということである。しか
し遠藤は、非キリスト教徒である今、三浦がキリスト教と関わった人間の日本からの断絶
を描くのとは反対に、作中のキリスト教徒の日本への強い執着を描く。遠藤は、キリスト
教や西洋と出会うことを、日本と切り離されることと捉えるのではなく、むしろ、ベラス
コに見られたように、信仰を通して西洋と東洋が結ばれる様を描いている。 
 その一方で、遠藤、今、三浦に共通している点として、キリスト教教会をひとつの組織
として扱い、その権力に対する批判の目を描いていることもまた、明らかになった。遣欧
使節が派遣された時代、植民地主義政策や日本人蔑視を教会は行っていた。遠藤は、キリ
スト教教会への批判を作中に取り込んだ上で、信仰を通して東西が結びつけられる様を作
中に描いた。 
補章では『侍』後に朝日新聞で連載された遠藤周作『女の一生 一部・キクの場合』（1980
～1981）を扱った。本作は、非キリスト教徒のキクを主人公とした作品である。作中では
キクの死がキリスト教徒の作中人物によって意味づけられる。遠藤は『侍』で日本人にと
ってのキリスト教を描くという課題を達成したと述べ、その後、晩年は『深い河』に見ら
れるように宗教多元主義的な、ひとつの宗教にかかわらない宗教性を作中で描くようにな
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っていく。『女の一生 一部・キクの場合』には『侍』後、晩年『深い河』に見られる宗教
観へ移行するきざしともいえる、キリスト教という特定の宗教を描くことへのためらいが
描かれていることを明らかにした。 
以上をまとめると、本研究では、第一部で『沈黙』以後から『侍』にかけて遠藤がとっ
た戦略を、作品分析や同時代状況を通して明らかにした。遠藤は、作中で読むという行為
の信仰上の重さを提示し、また読者に直接語り掛けるような語りを駆使した。さらにキリ
スト教とは関わりのない日本社会における同時代状況を取り込むことにより、キリスト教
を日本の読者に分かりやすく伝える試みをしていた。 
第二部では、遠藤の広範な読者にキリスト教を伝える試みが成功した作品である『侍』
に着目し、他の非キリスト教徒の作家との比較を通した考察を行った。『侍』は、従来『侍』
が論じられる上で前提とされてきた、遠藤の言説通り読める作品ではない。さらに、『侍』
は、これまで見落とされて来た刊行時の企業小説ブームという同時代状況と、作中のキリ
スト教が交錯する作品である。また、他の非キリスト教徒の作家によって描かれたキリス
ト教との比較から、遠藤の『侍』には、キリスト教を通して日本への執着を描くという特
異性があること、非キリスト教徒の作家作品と同じように、非キリスト教徒からキリスト
教に向けられる批判が共通して描かれていることが明らかとなった。 
 以上を踏まえ、本論では従来の遠藤の言説を特権化して依拠したり、キリスト教や宗教
界の文脈にのみ位置づけたりする研究とは異なり、日本の社会状況や非キリスト教徒のキ
リスト教描写との比較を通し、従来とは異なる文脈の中に遠藤文学を置いた。 
